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 ６月１５日(土）雨にもかかわ

らず、たくさんの人が参加して

「平和憲法を守り戦争法廃止を

求める県民パレード」が行われま

した。城址公園では、出発式が行

われ、１０日に    

  

 

 

（雨の中、挨拶する野党統一候補 
 の加藤ちほさん） 

 栃木県民パレード＝

県民ネットと政策協定を交わした５党の責任者や野党統一候補になった加藤ちほさんが参加しました。出発

式では５党と県民ネットとの政策協定の経過を説明した後、５党の紹介、５党を代表して立憲民主党の枝野

代表の挨拶の後、加藤ちほさんが挨拶して「憲法を守り生かす政治をしていく」という趣旨の決意を述べて

いました。参加者は「憲法守れ！」「武器で平和は守れない！」「選挙に行こう！」「選挙で変えよう！」など

の声を上げながら、城址公園から宮の橋までパレードしました。                         

                          

だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
明
日
ヘ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー
野
党
が
共
通
政
策 

 

憲
法
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
安
倍
内
閣
の
支
持
率
が
下

が
ら
な
い
、
多
く
の
人
が
代
り
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
か

ら
。
そ
れ
が
、
来
月
の
参
議
院
選
挙
で
変
わ
る
可
能
性
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
！ 

 

５
月
29
日
、
国
会
内
で
「
安
保
法
制
の
廃
止
と
立
憲
主

義
の
回
復
を
求
め
る
市
民
連
合
」
が
要
望
す
る
13
項
目
に

五
つ
の
野
党
・
会
派
の
党
首
・
代
表
が
サ
イ
ン
し
て
13
項

目
が
市
民
と
五
野
党
・
会
派
の
「
共
通
政
策
」
に
な
り
ま

し
た
。 

 

五
つ
の
野
党
・
会
派
の
考
え
方
の
違
い
か
ら
、
共
通
政

策
作
り
は
容
易
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
市
民

連
合
が
市
民
の
要
望
を
出
し
、
そ
れ
を
一
月
か
け
て
市
民

連
合
と
五
野
党
・
会
派
の
間
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
練
り

あ
げ
一
致
で
き
ま
し
た
。
昨
年
来
、
野
党
は
共
同
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
２
０
０
回
以
上
、
共
同
提
出
し
た
議
案
が
27
本
な

ど
、
い
っ
し
ょ
に
行
動
し
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
な
か
で

信
頼
が
深
ま
り
、
－
致
点
も
互
い
に
見
え
て
き
た
の
で
は

な
い
か
。
共
通
政
策
を
読
ん
で
み
る
と
、
第
１
項
目
の
改

憲
間
題
で
は
安
倍
改
憲
反
対
だ
け
で
な
く
「
改
憲
発
議
そ

の
も
の
を
さ
せ
な
い
」
ま
で
一
致
し
て
お
り
、
13
項
目
す

べ
て
が
私
た
ち
の
切
実
な
願
い
で
、
一
致
で
き
た
こ
と
は

す
ぱ
ら
し
い
と
感
し
ま
し
た
。 

 

共
通
政
策
全
体
の
タ
イ
ト
ル
が
「
だ
れ
も
が
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
明
日
へ
」、
そ
ん
な
日
本
に
変
え
る
第
一
歩
。

七
月
は
市
民
と
野
党
が
力
を
合
わ
る
正
念
場
だ
リ
思
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
郡
司
俊
雄
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「お知らせ」 

●スタンディング  ７月９日(火）市役所前 ７月１９日(金）コープ前 共に１６時から 

●太平山麓九条の会カフェ  ７月２７日(土）１３時３０分から  大平公民館２階会議室 

●檻の俳句館・無言館日帰り見学旅行  １０月２４日(木） 費用：８０００円 募集は９月から 

●足利９条の会主催 映画 「ザ・思いやり」パート２ （監督リラン・バクレー） 費用１０００円 

 ６月３０日（日）足利市民会館 １０３号室 ①１０時半から ②１３時半から ③１５時半から 

●スタッフ会議  ７月１１日（木）・７月２６日（金）１３時３０分から   くららで 

●原水爆禁止国民平和大行進 ７月１０日（水） 入舟庁舎（旧栃木市役所そば） ⇒ 入舟庁舎 出発 17:30  

mailto:oohirasanroku9jo@yahoo.co.jp
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栃木市 

「平和に生きる権利を求めて～恵庭・長沼事件と憲法」を視聴して 

                                 ―― 大塚 育子 

 恵庭・長沼事件というと、９条違反を問うた自衛隊違憲裁判という思い込みがあったが、弁護士

は憲法前文の「平和的生存権（＝平和のうちに生存する権利）」を求めた闘いでもあったと振り返っ

ている。自衛隊法違反で起訴された被告は「無罪」になったものの判決は憲法判断には触れていず、

「敗訴」と受け止められたという当時の状況を初めて知った。この裁判に続く長沼ナイキ基地訴訟

では、一審で「自衛隊は憲法９条に違反」「平和的生存権を侵害される危険」を認めた「福島判決」

がでたが控訴審では一審破棄となり、司法は「統治行為論」に逃げた。次いで、自衛隊イラク派遣

差止訴訟では名古屋高裁が「憲法前文の平和的生存権はすべての基本的人権の基礎であり」「権利の

侵害に対しては裁判所に対し救済を求めることができる具体的な権利である」と判断した（2008 年）。 

私はこの判例をきちんと認識していなかったので、大変勉強になった。軍備増強・自衛隊配備の拡

大が各地で進む現在、袋小路に入ってしまった９条を支えるためにも、国際的広がりをもつ運動の

ためも「平和的生存権」を前面に出して闘うことができると教わった。機会を作って、もう 2・3度

視聴して理解を深めたいと思っている。 

  
恵庭事件（えにわじけん）自衛隊の合憲性がはじめて

本格的に裁判所で争われた事件。北海道千歳郡恵庭町

(現，恵庭市)にある陸上自衛隊の演習場付近で酪農業

を営む野崎(健美，美晴)兄弟は，自衛隊の実弾射撃演

習などで乳牛に多くの被害(流産や乳量減少など)を受

け，たび重なる抗議も無視されたので，1962 年 12 月

11,12 日，自衛隊の演習本部と射撃陣地を連絡する電

話通信線を数ヵ所にわたって切断した。67年無罪判決。 

長沼事件（ながぬまじけん）1969 年（昭和 44）北海

道夕張郡長沼町に自衛隊の地対空ミサイル「ナイキ・

ハーキュリーズ」基地を建設するため、政府（農林大

臣）が同町馬追(うまおい)山国有林の保安林指定を解

除したことに端を発する。基地反対派の地元住民は

「憲法違反の自衛隊基地建設は公益上の理由になら

ず保安林解除は違法」として同年 7 月訴訟を起こし

た。 

     野党統一候補 

      加藤ちほさん 
        を囲む会 
 。 ●日時 ６月２７日（木）１５時～ 

●場所 栃木市勤労者総合福祉センター 
     （栃木県栃木市今泉町 1-2-7） 

 「立憲主義の回復と戦争法廃止を求める栃木県民ネッ

ト」と政策協定を結んだ野党共闘の統一候補として加藤

ちほさんが決まりました。 

 加藤さんは 1975（昭 50）年 9 月 10 日生まれ、43 歳。

北海道出身。早稲田大学政治経済学部経済学科卒業。政

治に携わることになった原点は、在学中の阪神大震災お

よび衆議院議員選挙へのボランティア体験。「最後は人」

という信念のもと、自らが政治家として歩むことを決意

したと言います。 

 加藤さんを囲む会を企画しました。直接加藤さんを知

るとともに、私たちの思いを伝えましょう。お友達を誘っ

てお出かけください。 

 

 野党５党と県民ネットの政策協定（要約）  

１ 安倍政権の憲法「改定」とりわけ第９条「改定」に反 

  対し、改憲発議をさせない。 

２ 安保法制、共謀罪法などの廃止。 

３ 防衛予算、防衛装備費を他の政策に振り向ける。 

４ 沖縄県名護市辺野古の新基地建設中止。普天間基地の 

  早期返還。日米地位協定を改定。 

５ 北朝鮮との国交正常化、対話を再開すること。 

６ 福島第一原発事故の検証、避難計画の策定、 原発ゼ 

  ロ実現を目指すこと。 

７ 虚偽のデータに基づいて作られた法を廃止。 

8 消費税率引き上げを中止、総合的な税制の公平化。 

９ 保育、教育、雇用に関する予算を拡充すること。 

10 ８時間働けば暮らせるルール実現、貧困・格差解消 

11 ＬＧＢＴｓ・女性に対する差別を撤廃 

12 森友学園・加計学園及び南スーダン日報隠蔽の疑惑を 

  徹底究明し、透明性が高く公平な行政を確立 

13 報道の自由を徹底 

                       

（以上 

https://kotobank.jp/word/%E5%81%A5%E7%BE%8E-707881
https://kotobank.jp/word/%E7%BE%8E%E6%99%B4-365942
https://kotobank.jp/word/%E4%B9%B3%E7%89%9B-565039
https://kotobank.jp/word/%E9%95%B7%E6%B2%BC%E7%94%BA-107788
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwiy7N229PbiAhUTZt4KHXLDBt4QjRx6BAgBEAU&url=https://cdp-japan.jp/member/683&psig=AOvVaw2PtdZPyOxsufeRntZlkk11&ust=1561080496572333

